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日本にやって来て明治24年（1891）４月に

松江中学の英語教師になったラフカディオ・

ハーン（Patrick Lafcadio Hearn, 1850～

1904）、日本人小泉八雲は「ヘルン先生」と

呼ばれ親しまれていたが、日本で付けられた

「ヘルン」という名前が本人も好きだった。

この一文は、「誰が」「いつ」彼に「ヘルン」

という何とも響きのいい名前を与えたのかを

探りながらの、途中下車の多い旅のお話しで

ある。

●恵まれない幼少期

今から１世紀半余り前の1850年、ハーンは

ギリシャのレフカダ島に生まれ、この島の名

前から「ラフカディオ」と名付けられた。父

親のイギリス軍医ブッシュ・ハーンとシチリ

ア島の裕福な家庭の娘ローザ・アントニア・

カシマチの二男として生まれた彼は、父の郷

里アイルランドのダブリンへ行ったが、母親

ローザが神経衰弱になり、ハーンが５歳のと

き独りでギリシャに戻って離婚してしまっ

た。ハーンはそれ以来、ずっと母親に会うこ

とがなく、彼はこのトラウマを生涯引きずっ

て生きた。

そのあと大叔母さんに育てられたハーン

は、フランス北部地方の学校で、２年間フラ

ンス語で勉強した（２）。そのあとイギリスに

戻った彼は、英語で勉強を続けるのだが、フ

ランス語が出来たことは、彼の人生航路で重

要な要素となっている。

もう一つハーンの性格を決めたのは、友人

とジャイアント・スライドという遊びをして

いたとき事故で左目を失明したことだ。右目

もすごい近視であった彼は、終生つらい思い

をしている。彼が正面を向いている写真は、

１枚も残されていない。集合写真では必ず顔

を左に曲げているので、ハーンを見間違える

ことはまずない。

●新天地を求めて

文無しのハーンは19歳でアメリカに渡り、

シンシナティを振り出しに、徒弟生活、結婚

とその破綻、さらにある女性からの一方的な

恋など、いろいろな経験をした。それから記

者になるのだが、1876年26歳のころニューオ

ーリンズに落ち着き、文筆活動に入る。

ニューオーリンズはアメリカ南部では大き

なフランス人の町で、当時すでに市内電車が

走り、文明も文化も高いレベルに達していた。

それから10年余りのち日本では、琵琶湖から

明 治 の 群 像・断 片［その８］
ハーンは、いつヘルンになったのか

石 田　三 雄

ギリシャのレフカダ島（12）
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南禅寺の近くまで疏水が通って水力発電所が

建設され、日本最初のチンチン電車が京都市

内を走り出している（１）。

ハーンはアメリカで、フランス語の小説を

数多く英語に翻訳したが、その一例がフロー

ベールの代表作『聖アントワーヌの誘惑』で

あった。

ハ―ンがフランス語の小説で大きな影響を

受けたのはピエール・ロテイの作品で、その

一つが『お菊さん』である。ハーンと同い年

のロテイは、35歳で海軍士官として長崎に滞

在したとき、18歳のお兼さんと契約して同棲

し、その経験を当時から有名だったパリの新

聞「フィガロ」に連載し、欧米で大きな反響

を得た。余談だが、この『お菊さん』がすぐ

に歌劇になり、またロンドンやパリ、ウイー

ンで開催された万博での日本からの展示品の

大きな影響とも相まって、魅力ある東洋の

国・日本の存在がクローズアップされる。

『お菊さん』にヒントを得てプッチーニが作

曲したのが、有名な歌劇「マダム・バタフラ

イ」つまり「蝶々夫人」である。

ロティの作品に『江戸の舞踏会』というの

もあるが、それを利用して芥川龍之介は大正

８年（1919）に『舞踏会』という小説を書い

て、猿の踊りと揶
や

揄
ゆ

された鹿鳴館のダンスパ

ーティを描写した。こういう著作を「枠小説」

と言うそうだが、小説の会話の中でロティの

本名ジュリアン・ヴィオ（Julien Viaud）ま

で披露している。

●文部官僚との出会い

さて、ハーンが日本に接触するチャンスは、

30代半ばに訪れた。今から128年前の1884年、

ニューオーリンズの市電と作家人生を始めようとする頃のハーン（12）

フローベールと代表
作『聖アントワーヌ
の誘惑』（12）

右がピエール・ロティ（16）
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その12月から米国ニューオーリンズ市で棉
わた

の

栽培100周年を記念する万国産業博覧会が開

催された。売買されたアフリカの奴隷が南部

に連れてこられて、すでに

100年が経っていた。今日

もアメリカ最大の悩み、人

種差別の原点である。

上は、英国留学から帰っ

て来たばかりの高峰譲吉に

対する、万博への出張申請

書である。高峰はのちに消

化酵素タカジアスターゼの

発明と副腎髄質ホルモン・

アドレナリンの結晶化とい

う世界的な科学業績を残し

たが、この文書にはまだ幕

末の匂いが残っているよう

で、天皇に次ぐ位の左大

臣・有
あり

栖
す

川宮
がわのみや

熾仁
たるひと

親王、

♪宮さん宮さん御馬の前に

♪　という、あの親王宛て

に西郷隆盛の弟・従道
つぐみち

から

提出されている。高峰をヘ

ッドとして、あと２人の官

僚、服部一三、玉利喜造との３人でこの万博

を任された。

この優れた３人の若い日本人と出会ったハ

ーンは、神秘であった日本という国の認識を

大きく変えたに違いない。

服部一三の申請時の所属は農商務省である

が、現地では文部事務官として日本の教育に

ついてのＰＲに大きな功績を残している。

開催期間中に開かれた各種会合での服部の

スピーチ原稿が残されており、まず冒頭の講

演では千年以上前からの日本の教育制度の歴

史と、近代日本での教育改革とを丁寧に紹介

している。

次に服部が行った講演は日本の公立学校制

度に関する詳細な報告で、現在読んでも詳細

で内容の濃いものである。

二つ目の原稿を読んで感動するのは、その

２行目を拡大した次ページの図が示すように、

すでに明治15～16年（1882～83）に、日本に

これほど精確な人口統計があったということ

である。それは、司馬遼太郎の表現を拝借す

れば、正に「まことに小さな国が、精一杯努

服部一三（12）

万博冒頭での服部一三の講演記録（17）

「日本の公立学校制度｣に関する服部の講演記録（17）
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力して、開化期を迎えよう」としていたこと

を示している。

日本の新政府はこの万博をかなり重視し、

教育関係の展示品は、なんと600点を上回っ

ている。服部は、アメリカからの正式依頼が

遅かったため、極めて短い期間にかき集めた

苦労を書き残しているが、わざわざ万博のた

めに作ったのではなく、リアリティのある展

示品だと逆に訴えている。

雑誌記者としてこの博覧会の日本館を取材

したハーンが展示品と服部の説明に感銘を受

け、日本と親しくなったのは当然の推移だっ

たのだろう。

この展示品の中に音楽関係として、『古代

ギリシャ音楽との関連より見たる日本音楽の

歴史』というタイトルの英語の論文があった。

それは、ハーンが読んだ最初の英語で書かれ

た日本に関する論文であった。その著者の伊

沢修二は、明治の初等教育を作り上げた優秀

な官僚で、桜の銘木で有名な長野県高遠の下

級武士の長男であるが、明治３年に文部省か

らアメリカに送り出された３人の留学生の１

人である。マサチューセッツの師範学校でメ

ーソンに音楽を習い、１年留学延長の許可を

得てハーヴァード大学理学部でも勉強してい

る。そのころハーヴァードの法学部では、小

村寿太郎と金子堅太郎も学んでいた。

ところで、服部の経歴を見る

と、彼はかなり早くアメリカ、ニ

ュージャージー州のラトガース大

学に留学しており、万博の6年後

にハーンが横浜にやってきたとき

は、文部省普通学務局長の職にあ

り、ハーンの就職に一肌脱ぐには

もってこいの地位に就いていた。

その後の経歴（右表）は、彼が

エリート官僚の生涯を送ったこと

を示しているが、最後に兵庫県知事を長く務

めている。彼は、留学中にゴルフを覚えたの

ではないだろうか。

●『極東の魂』に魅せられて

最後にもう一人、ハーンに「日本に行って

みよう」と決意させた人がいた。「火星人が

いる」と言いだした天文学者のパーシヴァ

ル・ローエル（Percival Lowell, 1855～1916）

である。ローエルはボストンの、とてつもな

い金持ちの家庭に生まれ、28歳から約10年間

●日本館での教育関係の展示品リスト

分　野 品数

１．家庭と幼稚園の教育 ……………………… 215

２．聾唖と盲目の学校教育 ……………………… 10 

３．小学校と中学校 ……………………………… 18

４．初等師範学校 ………………………………… 55

５．高等女学校 …………………………………… 17

６．女子手芸学校 ………………………………… 30

７．体育学校 ……………………………………… 12

８．職業学校 ……………………………………… 70

９．大学 …………………………………………… 12

10．定期刊行物 …………………………………… 20

11．音楽教育と楽器 ……………………………… 22

12．図書館 ………………………………………… 3

13．教育博物館 …………………………………… 4

14．教育関係参考書 ……………………………… 74

15．教育関係政令,規則…………………………… 38

16．報告書、予定表など ………………………… 16

計 …………………………………… 616

＝引用文献（17）から筆者が作表

●服部一三（1851～1929）の略歴

長州藩出身、明治の官僚（文部、内務）米国ラトガース大学留学
東大法理文学部副総理時代、世界で最初に誕生した地震学会
（1880年明治13）の初代会長就任。副会長はミルン。

◎岩手県知事：1891（明治24）～1898（明治31）…７年3カ月
◎広島県知事：1898（明治31）～1898（明治31）…５カ月
◎長崎県知事：1898（明治31）～1900（明治33）…１年10カ月
◎兵庫県知事：1900（明治33）～1916（大正５）…15年６カ月

ゴルフ普及のパイオニア：日本初のゴルフ場（神戸六甲）の日本
初のゴルフ大会で記念ドライブを打った（明治36年5月24日）
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日本に住んでいた。彼が書いた『The Soul

of the Far East（極東の魂）』という著書が

ハーンに強い印象を与えたのである。

こうして日本に非常な興味を抱いたハーン

は、文芸誌『ハーパーズ・マガジン』から日

本滞在記を寄稿する特約を得て来日するのだ

が、アメリカから同じ船に乗っていた画家ウ

ェルドン（蝶々夫人の着付け風景や日本の農

村の画で知られるCharles Dater Weldon,

1855～1935と考えられる）が描いたハーンの

後ろ姿が上右の図である。

ハーンは二度とアメリカの土を踏むことは

なかった。

●横浜へ上陸

下図の左は1890年４月４日、ハーンが到着

した頃の横浜港の情景で、ここへぞくぞくと

西洋文化、文明が持ち込まれ、ここから多く

の日本の若い俊秀が太平洋を越えて新世界に

向かって旅立っている。右は、ハーンが滞在

したグランドホテルのマークである。

次ページ上の左の写真は、ハーンの居留証

明で、国籍はイギリスである。また中は、ハ

ーンが上陸後親しく面倒を見てもらった米国

海軍主計官ミッチェル・マクドーナルド

（Michel MacDonalod）である。この軍人は

主計官としては最高の海軍少将まで昇りつめ

てから退官し、このグランドホテルの社長に

なったが、ハーンはこの人の絶大な信頼を得

ていた。ハーンの没後、長男の小泉一雄をホ

テルに採用して面倒みていたマクドーナルド

は、関東大震災でホテルの下敷きになり亡く

天体観測をするパーシヴァル・
ローエル（13）

ハーンが熊本時代にもらったローエルからの手紙
（12）

ウェルドンと同じ船
で日本にやって来た
ハーンの後姿
＝ウェルドン画（14）

120年ほど前の横浜港と
横浜グランドホテルのマーク（12）
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なってしまった。その日たまたまホテルを休

んでいた一雄は、難を免れたお陰で、父ハー

ンについて多くの記録を残すことができた
（上右端の写真参照）。

なんとか横浜で職を見つけなくては食べて

いけないハーンはある時期、横浜山手にある

私立の塾（Victoria Public School）で、エド

ワード・クラーク（Edward Bramwell

Clarke, 1874～1934）という生徒に英語の作

文を教えていた。クラークの両親は英国から

横浜に来てベーカリーをやっていたのだが、

母親は早く亡くなり、父は日本人と再婚した。

ハーン先生は、クラーク少年にかなり厳し

く英語を指導したということである。クラー

クはやがて英国ケンブリッジ大学に留学し、

帰国後京都帝国大学文学部教授として、シェ

イクスピアなどの英文学を講義する。彼が残

した書籍5,133冊は京大文学研究科図書館に

「クラーク文庫」として今も活用されている。

クラークは、横浜時代からの友人田中銀之

助がケンブリッジへ留学生としてきたとき再

会するのだが、やがて二人は日本へ帰国し、

慶応大学で教鞭をとっていたクラークと銀行

家になっていた田中が、慶応の塾生にラグビ

ーを教えた。それが我が国のラグビーの始ま

りで、「ラグビーの父」と尊敬されたクラー

クは「ノブレス・オブリジェ」(高い身分の

者は徳義を重んずべし)を生徒に教えたと伝

えられている。

さて、この時期のハーンは貧乏で、この

Victoria Public Schoolのファーデルというス

イス人の校長の家に下宿していたが、校長の

奥さんに嫌われて追い出されてしまう。しか

し義理堅いハーンは、のちに第五高等学校の

教授を辞任して神戸クロニクル社に就職する

とき、経営に失敗していた校長ファーデルを

気の毒に思い、五高の後任教授として引っ張

ってきて恩返しをしている（２）。

●英語教師ヘルン誕生

このころ『古事記』の英訳で高名を得てい

たチェンバレン東大教授と服部一三との計ら

いで、ハーンは松江で英語教師の職を得るの

だが、この二人の交際の複雑さは東大名誉教

授・平川祐弘氏によって詳しく探求されてい

ハーンの居留証明書と海軍主計官マクドーナルド（12）

晩年のマクドーナルドと小泉一雄
＝1922年（12）

文学者エドワード・クラ
ーク（15）

銀行家・田中銀之助（19）
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る。平川氏は、ハーンは「心」で、チェンバ

レンは「頭」で日本を理解したところに、晩

年相容れない理由があったと解析している。

「ハーン」か「ヘルン」かにも関連するこ

とだが、このチェンバレン（Basil Hall

Chamberlain）の次の例よって、明治時代の

外国人名カタカナ表記の自由さ（？）を見て

いただければ幸いである。

① チェンベレン

② シャンブルレーン（バシル・ホール）

③ チャンプルレーン（バシル・ホール）

④ チャンプル（バシル・ホール）

⑤ チャムバーレン（バシール・ホール）

⑥ バジル・ホール・チェンバレン

⑦ ベジル・ホール・チェンバレン

余談ではあるが、イギリスの文豪シェイク

スピアは、自分の名前を６通りに綴って平気

でいたという。

いよいよ本稿のタイトルに接近するが、下

図は東大の初代の博言学教授、今で言う言語

古事記（20）

チェンバレン（12）

チェンバレンが横浜の
ホテル滞在中のハーン
に宛てた手紙（12）

横浜の輸入代理店からの手紙の宛名。
熊本だけの住所で配達された（12）

チェンバレン訳の
KOJIKI（18）
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学教授となっていたチェンバレンが、横浜の

ホテルに滞在中のハーン宛てに出した手紙

で、「ハーン君」と書いている。チェンバレ

ンは英、独、仏はもちろん、ヨーロッパの言

語をほとんど理解する天才だったといわれて

いて、日本語も自在に操っていたそうで、そ

のチェンバレン教授がこう書いているのだか

ら、カタカナで「ハーン」と書くのが、最も

自然な発音に近いことを示していると考えら

れる。

ハーンがヘルンになったことを示す公文書

を次に掲載する。日付は明治23年（1890）９月

16日である。

ハーンとの条約書は、島根県知事籠
こ

手
て

田
だ

安
やす

定
さだ

が県庁の事務官毛利八彌を東京に呼び寄せ

て作成させたと伝えられている。実はハーン

の就職先は、大分の尋常中学校の予定であっ

たのが、島根県尋常中学校の前任者の解雇問

題が持ち上がったため、急遽松江に変更にな

ったという（２）。

これが日本政府の公文書に現れた最初の

「ヘルン」である。これは、「ハーン」と呼ん

でいたチェンバレンの指示とは考えられない

し、アメリカ経験の長い服部一三の助言でな

いことも間違いないと考えられる。島根県知

事から契約担当を命じられた毛利八彌は、漢

学の素養があり、書の大家でもあったが、西

洋の言語を得意としたという記録は見当たら

ないので、当時の文部省官僚の誰かがヘルン

としたのではないだろうか。

「ear」という英語の綴りは、身近な heart、

heard、earthなどから「アー」、ear、hearな

どから「イアー」に近い発音になると考える

のだが、Hearnの「ea」の部分を「エ」と発

音すると考えた人は、大変ユニークな存在で

あったことになる。

島根中学，師範学校に雇用。1890年9月～
1891年3月＝国立公文書館蔵

元老院時代の籠手田安定
（12）

ハーンと島根県知事との1年延長の条約書（12）
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本稿のタイトルに答えるとしたら、

「ハーンは今から122年前、1890年（明治23）

の夏に東京の文部省でヘルンになった」

ということになると考えられる。

翌年ハーンは前ページ下図の通り、籠手田

島根県知事と契約１年延長の条約書を取り交

わしている。

●印鑑も「ヘルン」

ハーンはこの「ヘルン」という名前が気に

入って、自ら進んで「ヘルン」と名乗ったと

いう。気に入った理由として、ハーンの家の

紋章がアオサギheronだったからといわれて

いる。

ハーンは「へるん」という判子も幾つか作

った（右の写真の左）。松江の後、熊本の第五高

等学校へ移った時に出した手紙の差出人は、

前出の契約書と同じ｢ラフカヂオ・ヘルン｣

で、字は彼の妻セツが書いたと考えられる
（右の写真の右）。

●松江までどの街道を？

ハーンは、横浜で偶然出会った英語の話せ

る修行僧・真鍋晃に道案内を頼んで、1890年

（明治23）の夏、松江に赴任するのだが、ど

の道を通ってやって来たのだろうか？

まず、ハーンの妻・小泉節子が書いた『思

い出の記』（４）に、「その頃東京から岡山辺

までは、汽車がありましたが、それからさき

は」とあるが、これは彼女の記憶の間違いで、

山陽線が岡山駅まで開通するのは、翌1891年

３月18日で、ハーンが汽車で来たとしたら、

姫路までであった。ハーンの高弟・田部隆次

も節子のこの記憶のままに、「横浜を発し岡

山に着き」と伝記に書いている（３）。

次に、ハーンが「強力
ごうりき

な車夫に俥
くるま

を引かせ

て、四日の旅である」と表現している太平洋

側から日本海沿岸への長旅であるが（注２）、

近年まで不確かであったその道中が、彼の作

品（８）の中の三つの記述を鍵（キーワード）

として、鳥取県中山町の「小泉八雲を語る会」

によって解明されている（２）。その記述は、

その作品の『盆踊り（VI. BON‐ODORI）』

の章の中にある。すなわち、「あまり人の通

わぬ道を通った」「道案内をした修行僧アキ

ラ青年でも、その地方の方言が理解できなか

ったというような所も通った」ことを大前提

とし、「Yu－Asaki-jinja-kozen-son-chu-an-

zen」という記述は、平井呈一氏の和訳（７）

「湯浅神社講全村中安全」の「湯浅」ではな

ハーン家の紋章（左）と松江中学の図画教師・
後藤金弥がデザインした小泉家の紋章（12）

ヘルン小泉八雲の印鑑と熊本から
千家尊紀宮司に出した封書の裏面
（12）

現在の矢送神社（11）
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く、「岩崎神社」で、それが大栄町妻波に存

在したこと、「大きな鳥居の奥に、目だって

風変りな小さな祠があったので、わたくしは

つい好奇心から、それを覗いて見る気になっ

た（中略）。見ると、祠のなかにはお面がひと

つある。天狗の面だという記述（注３）の神

社は、関金町山口の「矢
や

送
おくり

神社」であると

考察されている。

岩崎神社を、『日本「神社」総覧』（６）お

よび『鳥取県史』で調査したが、そこからは

全く手掛かりが得られなかったことから考え

て、以上の経路の解明は、現地の方々の緻密

な研究がなければ到底なしえなかった貴重な

業績である。

強い印象を受けたこの村々への訪問の次

に、生涯忘れられない盆踊りに遭遇した下市

の妙元寺のことは、すでによく知られている。

上の図は、伊能忠敬が率いた測量隊の作成

した地図で、国立国会図書館で公開されてい

る。

ハーンは、米子から船で松江に向かったが、

その頃の松江近辺の詳細な図面２枚を下に掲

げておきたい。

左図は、中海（右側）から松江までの水路近

辺を示している。左方に松江城の絵が見える。

右図は、宍道
しんじ

湖
こ

の出雲大社に近い方の図で、

地図は「伊能地図」。太線は筆者想定のハーンがたどった松江への道
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注目されるのは「完道湖」（かんどうこ）と

いう名前である。おそらく伊能忠敬配下の測

量士たちが、現地で住民から聞き取った地名

を記入していったのだろうが、「宍」という

珍しい漢字を正確に伝えなかったのか、聞き

取れなかったのか、あるいは書き間違えたの

か、当時の識字率を考えると興味深い。ちな

みに「宍」は宍
しし

戸
ど

という姓があるように「肉」、

「しし」と同義語で、宍道湖は「猪の道の湖」

という意味かもしれない。

上の写真はヘルンが松江に到着して最初に

泊った富田旅館で、あの背の低い鼻の高い外

国人がここに入って行く姿を思い描いてみる

と、文明開化の日本の象徴のような図柄にな

るように思える。

お雇い外国人教師ヘルンを採用した知事の

籠手田安定は、ヘルンとの再契約書を交わし

た直後、1891年４月９日に島根県知事から新

潟県知事に転出しているが、彼のヘルンとの

最後の接点がこの契約書だったことになる。

松江での７カ月ほどの間に、彼らが家族ぐる

みで大変親しく交際した記録が残されてい

る。平戸藩出身の籠手田は話題も、そして謎

も多い人で、大変興味のある人物である。今

もまだ消えない「明治天皇替え玉説」に、こ

の籠手田が一役かっているという話も残され

ている（１）。

●短期の松江での幸運

松江に職を得たことは、ハーンの後半生を

決めたと言っても過言ではないだろう。彼は

そこで多くを得たのだが、その中でも特筆さ

れるのは、職場の尋常中学の教頭・西田千太

郎との出会いである。ヘルンを受け入れてか

ら、松江を去った後も大きな影響をヘルンに

与えた人物として多くの書物に出てくる西田

について、少し触れておきたい。

若い西田は実に聡明な風貌を持っている。

彼が学生時代よく勉強したことは、福澤諭吉

と小幡篤次郎共著の「学問ノススメ」を書写

して、自分に言い聞かせていたという逸話が

示している（９）。

ハーンの長男の小泉一雄は、西田のことを

次のよう語っている。

「中学の教頭の西田と申す方に大層お世話

になりました。二人は互に好き合ふて、非常

に親密になりました。ヘルンは西田さんを全

く信用してほめて居ました」

そして父ハーンは、次のように語っていた

と書き遺している。

「りこう、と、親切と、よく事を知る、少

しも卑怯者の心ありません。私の悪い事、皆

云ふてくれます、本当の男の心、お世辞あり

ません。…中略…東京に参りましてからも、

この方の病気を大層気にして居ました」（10）

ハーンのもう一つの収穫は、小泉セツとの

出会いで、赴任の翌年の２月に結婚した。小

泉一雄はこう語っている。

「私の両親の媒酌人であり、松江聖人と噂

松江大橋近くの富田旅館（12）

西田千太郎（12）

出雲大社第81代宮司千家尊有（12）
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されて、父が最も信頼した日本人中第一の人

物であった西田千太郎氏が、父の日本研究に

多大の援助を与えられた」（10）。

ヘルンが出雲大社に昇殿した最初の西洋人

であることは、よく知られた話であるが、教

頭の西田千太郎が丁寧に紹介したお陰で、日

本の古代史を深く理解しているそのようなお

方ならばと、千
せん

家
げ

尊
たか

有
のり

宮司が昇殿を容認した

ということである（８）（注４）。

●火の国・肥後へ

思わぬ病を患ったハーンは、松江の冬の暗

い寒さに耐えかねて、温暖な地方への転居を

決意した。下掲の２通の公文書は、ハーンが

松江の英語教師を辞任し熊本第五高等学校へ

転任する話がまとまったことを、文部大臣が

総理大臣に報告している公文書である。

美しい古都、妻セツ、そして親切で優れた

友人に巡り合うことができた松江が、心で日

本を理解する出発点となる幸運をハーンに与

えたのだが、耐えられない冬の寒さのために

それを捨てて移った熊本は、肌合いが違って

いた。やがて日清戦争へ傾斜してゆく日本の

最前線の一角となった熊本は、神の国・出雲

とは大きく異なっていた。

そこでは、ハーンはやや落ち着きを失って

行くのだが、しかしそれはハーンにとって、

冷静に日本の将来を考察するきっかけとなっ

たのかもしれない。彼が旧制第五高等学校の

生徒に対して行った「極東の将来」という講

演は、そのころの日本の姿を写しているよう

であり、また2011年３月11日の東北の災害を

契機として日本国民が自らの将来を懸念し始

めた今日を予感していたかのようでもあり、

八重垣神社本殿（12）

左は島根中学、師範学校を1891年10月途中解雇、右の左半分は、熊本第五高等中学に
1891年11月から雇用の文書＝いずれも国立公文書館蔵



近創史　No.13／2012 31

じっくり読んで考える価値があると思われる
（５）。

ヘルンはやがて妻の姓小泉と神話の八雲を

組み合わせて、小泉八雲として帰化し、自宅

の隣の瘤寺で日本人として葬式を出してもら

った。

「八雲立つ出雲八重垣妻込みに　八重垣造

る其の八重垣を」

八重垣神社（佐久佐神社）（前ページの写真

参照）には、この歌を読んだ素戔嗚尊
すさのおのみこと

が櫛
くし

稲
いな

田
だ

姫
ひ

命
め

と共に祭られている。

ハーンは妻セツと共に、東京の雑司ヶ谷墓

地に眠っている。墓碑名は「小泉八雲」で、

「ヘルン」ではない。

歴史記述として、すべて敬称を省略させていただい

た。

ーーーーーーーーーーーーー 注 ーーーーーーーーーーーーー

【注１】真鍋晃：この僧侶がヘルンとの松江への旅のあと、

どのような人生を送ったかは、よく分かっていない。彼

が修行していた横浜本泉寺増徳院住職に2011年９月に照

会したところ、関東大震災で寺全体が壊滅し、記録はす

べて消滅してしまって、真鍋晃の出身地はじめ一切が不

明との回答を得た。ヘルンも真鍋のことを書き残してい

ないようで、親交は続かなかったのではないだろうか。

【注２】原文：A journey of four days by kuruma, with

strong runners、from the Pacific to the Sea of Japan; for

we have taken the longest and frequented route。

【注３】原文：At one little village I see, just beyond the

torii leading to a great Shinto temple, a particularly odd

small shrine, and feel impelled by curiosity to examnine

it. (ommision). I see only a musk,―the musk of a gob-

lin, a Tengu, grotesque beyond description, with an enor-

mous nose, ―so grotesque that I feel remorse for having

looked at it.

【注４】原文：“You are、indeed,”he responds through

Akira, “the first European ever permitted to enter into

the Oho-yashiro. Other Europeans have visited Kitzuki

and a few have been allowed to enter the temple court;

but you only have been admitted into the dwelling of the

god. In past years, some strangers who desired to visit

the temple out of common curiosity only were not

allowed to approach even the court; but the letter of Mr.

Nishida, explaining the object of your visit, has made it a

pleasure for us to receive you thus.”
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